
























けJ の部分、「展開」は「係り J にも一部符合するものである。
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表記は改めた) 0 ~初級日本語』は全部で 28 諜で構成されている。参考までに、「にJ
が表す意味機能の目安な括弧書きにしたものと、その提出諜を後に記しておく。
私は昨日 8 時ι寝ました。(時間・臼時)第 3 課
箱の中にりんごがあります。(存在の場所)第 6 課








父は、いつも寝る前ι、お風呂に入ります。(連語 I~前にJ) 第 11 諜
私は机の上に財布を龍きました。(行為の対象となる場所)第 12 課
夜、は日本の料理について作文を書きました。(連語 I~について)第 12 諜
兄はタイι行っています。今、タイにいます。(移動先とその結果)第 13 課
氷を割って、半分にしました。(行為の結果)第 15 課













私がやるとおり主、やってください。(連語 I~ とおりにJ) 第 27 課
先生は、来月、国へお帰りになります。(尊敬語「お~になる J) 第 28 課
私は、けんかをする度阜、兄に負けました。(連語 I~度にJ) 第 28 課























前掲の『日本語文法セルフ・マスターシリーズ 3 1格助詞J~ では、 9 つが格助
詞として挙げられており、その項目数と項目名は以下のようになっている。
「がj ・・ 2 (1動作・変化・状態の主体を表すJ 1状態述語の対象J)
「を J . 4 (1動作・作用の対象J 1移動の経路・動作の場所J 1期間J 1起点J)
「にj ・・ 11 (1具体物・抽象物の存在佼誼J 1所有者J 1動作や事態の時、 )1渓序J
f動作主J 1着点J 1変化の結果J 1受け取り手・受益者J 1相手J 1対
象J 1 閥的J 1原因j
「へJ . 1 (1方向・目的地J)
「と j ・・・ 3 (1共同動作の相手・一緒に動作する者J 1関係の相手J 1変化の結
果J)
「でJ . 7 (1動作・出来事の行われる兵体的・抽象的な場所J 1手段・道具J
「原因 J 1材料 J 1範囲・限度J 1様態J 1動作主J)
「から j ・・・ 5 (1起点J 1動作主J 1経由点J 1原図・理由・判断の根拠J 1原料 J)
「より J . 3 (1比較・選択の対象J 1場所、時間の起点J 1探定J)
「までJ . 2 (1動作・出来事が終わる時間・場所J 11からーまでJ の形で、
範囲を表すJ)
また、国立国語研究所『日本語における表層格と深麗格の対応関係J によれば、
日本語の深麗格は全部で 35 種に設定できるとし、格助詞 9 種 (1がJ 1をHにHでJ
「と J 1から J 1 より J 1へJ 1までJ) が表層格としてそれぞれどのように具現して
いるかを種類別に統計を出している。最も多くの種類にわたって現れているのは
「にJ で、 27 種にものぼるという。因みに二番目に多いのは「をJ で 15 種、次
いで「でJ の 14 種と続く。参考までに、「にJ がもっ 27 種の深層格とは以下の
とおりである。
「動作主J 1経験者J 1無意志主体J 1対象J 1受け手J 1与え手J 1相手lJ 1時j
f時一終点J 1時間J 1場所J 1場所一終点J 1場所一経過J 1終状態J 1属性J 1原
因・理由 J 1手段・道具J 1方式J 1条件J 1 践的J 1役割J 1内容規定J 1範閤
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する格助詞は「にJ だけである。「聞きに行く J 1取りに来るJ というように、こ




















と言い、それを導く語形式が織文化辞である。英語の例では、‘1 believe 白星1 John 
is honest.'や‘ 1 wonder・主ho 1 should invite.' における‘that' や‘who' が補文化辞であ
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ていた。しかし、同じように従属接続詞である '1 believe the story，出盟国皇 John is 
honest.'における‘because' とは違い、 'that' は主節動詞の補語に位置するため、
その観点からは‘because' の従属接続詞とは異なるために補文化辞として臨別さ
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う背景もあったのだろうが、「こと J í ものj などの形式名詞の類が補文化辞とし
て認知されてきたことがあったわけで、ある。言うまでもなく、形式名詞自体は名
詞匂を形成するだけの機能しか持たず、目的格になるためには格助詞の「をJ や
















の品詞論における「格助詞J í接続助詞J í形式名詞J といった用語を横断した文
法概念を設定した方が、言語現象の説明に都合がよいように忠われるのである。
さらに、日本語の文法研究史において、山田孝雄の「陳述」という概念を受け






「文である J í完結しているj のではなく、「文ではないJ í完結していない(文の





























文化辞であるという位置づ、けで、ある。つまり「かJ は、「文の終わり j ではない
















(9) r給はるべきなり j と宣ム五二開きて、 (竹取)
このような準体法は、 11 世紀~ 12 世紀頃より徐々に衰退し、この準体法の衰
退を補うかのように、やがては(10) に示すような形式名詞「のJ が台頭してく
ることになる。(i言太(1 976) 、古川 I (1 977) ほか)











90 U)J鈎 r ~こJ の統語的役質について(荘司)
のみに関して言えば、動詞連体形が単独で使われていたものは 79 例あり、一方
で格助詞 (1がJ 1にJ 1までJ 1 より J 1を J) が下接していたものは 734 例、係助
詞 (1かJ 1 こそ J 1ぞJ 1なむJ 1はJ 1 も J 1やJ) と副助詞 (1さへJ 1だにJ 1のみj
fばかり J) では 713 併が認められたという。連体形の総数は 7，938 例で、そのう
ち 4， 180 例が連休法(名詞が下援する連体修飾)であり、その他は連体形終止(係
り結びも含む)や他の助詞、助動詞に下援する例であったという。このことから、
準体法は概ね、某かが下接することによって成り立っていた表現形式であること














































































準体法の観点から見ても、 (26) のように格助詞「にJ だけの承接は非文であっ
ても、副助詞(係助詞) IはJ の下接した「にはJ という形式のものであればす
べて適格になる。
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(41) そんなことはいちいち報告するに(は)当たらない。
(42) そんなことはいちいち報告するに(は)及ばない。


























の「比べる」や (49) の「対する」という動詞の場合は、 (47) と比較すれば、
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Case particles, which are fundamentally attached to noun words and phrases, 
often appears at the end of verb. Such a linguistic phenomena occurs in the clas-
sical Japanese as a usual manner. In that sense, it seems that Case particles and 
Connective particles in Japanese have the same syntactic function and they are 
recognized as the same grammatical category: Complementizer. 
Complementizer is defined as a syntactic marker, which represents not to close 
the sentence but to follow other words and phrases. 
The particle 'ni' is quite different from other Case particles in that 'ni' receives 
even the conjugated form besides the dictionary form of verb. As a result, this 
syntactic force of 'ni' leads the variety of the meaning which is indicated in the 
predicate part. 
The expanded comprehension of Complementizer, which is suggested in this 
paper, would be a universal grammatical category for explaining other Japanese 
structures. 
